






1.患児家塵ダニ体内の微小粒子の証明 

 われわれは最近 62 例の川崎病患児の家塵を集め,それよりダニを採取して,電子顕微鏡

学的ならびに免疫組織学的検索を試みた。患者62例のうち,59例は川崎病典型例,30 例は

不完全型で,その 53 例のダニ体内より,おびただしい数の微小粒子を証明,その大きさ,内

部構造などからこれが,約 10 年前にわれわれによって証明された皮膚生検の微粒子(図 1)

と極めて近似したものであることを確認した。ダニ個体の大きさは,O.1～0.2mm で肉眼で

辛うじて見える程度の極めて小さいものである。この種のダニは人体を咬傷することはな

い。 

 この粒子は,ダニ頸部近くの唾液腺附近に多数見出された。長さ 250nm 平均,それぞれが

ほぼ同じ大きさであり,内部構造も一様であることからこの粒子の種類は複数ではない。 


